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顕　　彰顕　　彰

●瑞宝双光章

　佐島　廣一先生（下関市）
　平成 16年春の叙勲

　　山口県警察嘱託医として尽力されました。

●旭日双光章

　檜垣　慶典先生（柳井）
　平成 16年春の叙勲

　　地域保健衛生の向上に貢献されました。

●山口県学校保健連合会表彰

　　　高田　敏昭先生（美祢市）
　　　　平成 16年 1月 15日

　　　　　　　学校保健の円滑な運営に尽力されました。

2004 年（平成 16 年）7月 6日　1464 号
■　混合診療の解禁反対で一致
■　混合診療、株式会社参入の解禁を
■　保健事業の地域・職域連携を全国に普及へ
■　公衆衛生医の育成・確保策でアンケート
■　健保組合・関連団体による健康サービス産業創出
--------------------------------------------------------------------------------
2004 年（平成 16 年）7月 2日　1463 号
■　混合診療解禁は公的保険の守備範囲縮小に
■　「軽減税率と事業税非課税との関係整理が必要」
■　混合診療解禁問題は特定療養費制度の改善で
■　適切なケアマネジメントの徹底を
■　職域検診項目の規定をめぐり論議
■　へき地の医師配置特例の要件提示
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第 87回山口県医学会総会第 87回山口県医学会総会
第 58回山口県医師会総会第 58回山口県医師会総会

　と　き　　平成 16年 6月 13日（日）　

　ところ　　スターピア下松

一、医学医術に対する研究による功労者表彰
下関市医師会糖尿病対策委員会

　　　　　
二、表彰規定第二条二項による表彰

井　上　知　憲　様（下　関　市）

三、長寿会員表彰
田　所　　　冀　様 ( 玖　珂　郡 )　　河　本　　　博　様 ( 熊　毛　郡 )
上　野　　　誠　様 ( 吉　　　南 )　　菅　原　トシコ　様 ( 厚　狭　郡 )
小　林　　　茂　様 ( 美　祢　郡 )　　石　丸　秀　敏　様 ( 下　関　市 )
牛　尾　博　昭　様 ( 下　関　市 )　　織　畠　　　滋　様 ( 下　関　市 )
清　永　傳　次　様 ( 下　関　市 )　　古　賀　　　茂　様 ( 下　関　市 )
橋　本　　　操　様 ( 下　関　市 )　　松　尾　栄　一　様 ( 下　関　市 )
森　山　　　元　様 ( 下　関　市 )　　山　本　隆　久　様 ( 下　関　市 )
緒　方　正　道　様 ( 宇　部　市 )　　佐々木　和　昭　様 ( 宇　部　市 )
吉　永　邦　夫　様 ( 宇　部　市 )　　永　谷　　　忠　様 ( 宇　部　市 )
野　中　兼　男　様 ( 宇　部　市 )　　中　山　英　男　様 ( 宇　部　市 )
安　村　寿　嘉　様 ( 宇　部　市 )　　石　井　　　隆　様 ( 宇　部　市 )
野　口　　　昭　様 ( 山　口　市 )　　野　口　政　子　様 ( 山　口　市 )
門　屋　昭一郎　様 ( 山　口　市 )　　大　石　　　保　様 ( 萩　　　市 )
河　村　重　雄　様 ( 萩　　　市 )　　弘　田　博　光　様 ( 徳　　　山 )
綿　貫　専二郎　様 ( 徳　　　山 )　　阿　部　慶　之　様 ( 防　　　府 )
森　重　照　夫　様 ( 防　　　府 )　　佐　伯　恭　一　様 ( 防　　　府 )
田　村　勝　義　様 ( 防　　　府 )　　弓　削　大四郎　様 ( 防　　　府 )
下　村　文　人　様 ( 下　　　松 )　　水　津　　　昭　様 ( 下　　　松 )
武　居　敏　輔　様 ( 下　　　松 )　　藤　原　敏　雄　様 ( 下　　　松 )
大　松　　　崇　様 ( 岩　国　市 )　　川　岡　　　浩　様 ( 岩　国　市 )
尾　県　寛　明　様 ( 小野田市 )　　中　島　喜　夫　様 ( 小野田市 )
河　谷　高　士　様 ( 柳　　　井 )　　河　辺　睦　子　様 ( 長　門　市 )
木　村　春　雄　様 ( 長　門　市 )　　生　駒　矢　彦　様 ( 美　祢　市 )

四、役員・代議員・予備代議員・郡市医師会長通算十年以上の表彰
吉　本　正　博　様 ( 下　関　市 )　　弘　山　直　滋　様 ( 下　関　市 )
田　中　　　駿　様 ( 宇　部　市 )　　東　　　良　輝　様 ( 宇　部　市 )
奥　山　　　暁　様 ( 山　口　市 )　　山　口　　一紘　様 ( 山　口　市 )
池　本　和　人　様 ( 萩　　　市 )　　小金丸　恒　夫　様 ( 徳　　　山 )
深　野　浩　一　様 ( 防　　　府 )　　玉　田　隆一郎　様 ( 岩　国　市 )
前　田　昇　一　様 ( 光　　　市 )　　河　合　伸　也　様 ( 山口大学 )

五、退任役員感謝状贈呈
藤　井　康　宏　様 ( 長　門　市）　　柏　村　皓　一　様 ( 下　関　市 )
東　　　良　輝　様 ( 宇　部　市 )　　小　田　達　郎　様 ( 山　口　市 )
藤　野　俊　夫　様 ( 下　関　市 )　　山　本　　　徹　様 ( 宇　部　市 )
廣　中　　　弘　様 ( 岩　国　市 )　　津　田　廣　文　様 ( 徳　　　山 )
末　兼　保　史　様 ( 防　　　府 )　　　　　　　　　　

　医師会総会では下記の通り表彰式が行われ、

参加された 20名に表彰状・感謝状の授与が行わ
れた。つづいて、　定款第 26 条第 2項の規定に

基づき、収支決算、事

業報告、代議員会議決

事項が報告された。

　下松医師会が担当さ

れた医学会総会では、

午前の部特別講演とし
て、日本大学医学部外
科学講座消化器外科部
門教授の高山忠利先生
による「肝臓外科の現
況と課題」、山口大学
医学部器官制御医科学
講座（第一外科）教授
の濱野公一先生による
「循環器外科治療の現況
と展望」が講演された。
　午後の部は、市民公
開講座として、下松市
吹奏楽団による吹奏楽
演奏、聖路加国際病院
理事長の日野原重明先
生による「健やかに老
いる生き方」が講演さ
れた。会場は満席とな

り、数百名もの方が入

場できないほどの盛況

を得た。

　なお、来年度の担当

は宇部市医師会となっ

ている。
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哀　　悼哀　　悼

経　歴

大正 13年 7月 14日　生まれ

昭和 23年 3月　　　　九州高等医学専門学校卒業
昭和 27年 4月 19日　開業

昭和 47年 4月 1日～昭和 49年 3月 31日　県理事
昭和 53年 4月 1日～昭和 55年 3月 31日　県理事
昭和 55年 4月 1日～昭和 57年 3月 31日　県専務理事
昭和 57年 4月 1日～昭和 59年 3月 31日　県副会長
昭和 59年 4月 1日～昭和 63年 3月 31日　県会長

昭和 61年 4月 1日～昭和 63年 3月 31日　日医理事
昭和 63年 4月 1日～平成 4年 3月 31日 日医裁定委員
平成 6年 11月 1日　　　　　　　　　　　　日本医師会優功賞

平成元年 4月 28日　　藍綬褒章

平成 16年 6月 15日　永眠

故　平田　晴夫　先生
元元山口県医師会長山口県医師会長
山口県医師会顧問山口県医師会顧問
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　それは昭和 56 年 6月 25 日の郡市医師会長会

議で、厚狭郡医師会長「名和田　豊先生」が手厳

しい質問「県医師会は地区医師会を訪問して協

議すると言われるが、昨年は何の連絡もなく来な

かったことは郡医師会を軽視しているのか」をさ

れた。

　先生は当時専務理事で司会をされていたので、

厚狭郡医師会訪問ができなかった理由を述べて陳

謝された。しかし議事が進行するうちに再度名和

田先生から詰問され、再度陳謝されるのを見て平

田先生は懐の深い人だと感じた。

　当時の県医師会報は会議の発言等がきちんと記

載され、いま読んでも臨場感がある。会報は会員

のものだから会議等の記事は詳しく掲載しなけれ

ばならないという先生の理念の成果だと思う。

　昭和 57年、副会長に就任され、前年度から県

医師会でも機運にあったプライマリ･ケアの重要

性と地域医療計画の策定に積極的に取り組む必要

性を説かれ、医療法の改正について県医師会の事

業としての取り組みが開始された。

　すなわち、地域医療計画は県医師会独自の展開

をと故佐野和男先生を常任理事に据えてその任に

あてられた。

　早速、地域医療計画委員会を設置し新進気鋭の

委員「後でそれぞれ郡市医師会長になった方々」

を任命して発足した。この平田･佐野の二頭立て

の馬車は、行政･医師会･住民の三者一体の計画を

策定し PLAN・DO・SEE を実践しておられた日

本医師会佐野正人常任理事を招聘し、郡市医師会

会長に地域医療計画の必要性を説かれた。

　その実践の手段として、山口県医師会員の医療

に関する意識調査を手始めに、患者調査を 9医

療圏ごとにまとめ、さらに医療圏における患者の

流出流入の現状を把握した。

　そして診療機能の調査と矢継ぎ早に着手し、い

わゆる穴
あなぐら

倉と称する部屋を確保しスタッフには理

論の三井　清先生と統計は山大医学部の岩本　晋先

生、実務実践は県庁から山下　久氏を加えて県医

師会事務局次長の三井さんほか職員の資料作りは

素晴らしかった。

　当時はワープロやパソコンも今ほど普及せず、

数値処理を図形化できる器械を駆使し、外注によ

る統計処理等で事業が進行した。　

　委員会の討議で疑問に出くわすと、口角泡を飛

ばして論議し最後には平田先生が「これで行きま

しょう」と英断されたものだった。かくして山口

県の地域医療計画は着々と進み、ちなみに患者調

査の手法は現在も国の調査の根幹となっていると

聞く。

　副会長就任直後から平成 6年 3月まで日本医

師会定款諸規程等検討委員会委員に委嘱され、宮

崎秀樹現日本医師会副会長とは丁丁発止の議論を

交わされた仲で現行の日医定款を纏められたと聞

いている。

　昭和 59年に会長に就任されてからは、山口県

医師会創立百周年記念事業に意をそそがれ故田村

武男副会長とのコンビでの事業の成果は一段と光

り輝いた。

　なかでも県医師会館の建設には会員の負担を少

なくと意を尽くされ、次に託す言葉として「これ

からの百年を県医師会、会員諸兄、そしてあとに

続く会員が輝かしい足跡を残して歩みつづけられ

ることを心より祈るものである」と結ばれ、2期

4年を完全燃焼された。

　会長を辞められてからあの忌まわしい病魔に取

りつかれるまでは、親しい友人と旅行に登山にと

元気な日々であったとうかがっていた。ある日、

山口市で開催された立花　隆先生の環境問題を聴

かれ、ハガキ一杯に環境問題について事細かに書

かれた所感をいただいた。この追悼文を書くにあ

たりそのハガキ一枚で先生を偲ぶに足ると思い随

分さがしたが見当たらず申し訳なく思っている。

　間もなく 7月 14日が来る。先生は口癖のよう

にこの次の誕生日は巴里でと言っておられたと

か、私も古い SP 盤の「巴里の屋根の下」をかけ

て「平田先生いま巴里ですか」と呼びかけてみよ

う。平田春夫先生大変お世話になりました、安ら

かにお眠りください。

平田晴夫先生を偲んで平田晴夫先生を偲んで
顧問　顧問　河野　俊貞河野　俊貞
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おいて二次医療圏座談会。会報掲載のシリーズも
ので、今回は第 5回目。県医師会から両副会長、

広報・地域医療担当の各常任理事、地元を代表し

て阿武郡・萩市・長門市の各医師会長及びこの地

区の 7病院長による座談会となった。詳細は会

報に譲るとして、深く考えさせられたことは田舎

の患者さんたちは一度入院したらいつまでもその

病院から離れたがらない事実。つまり、今の医療

制度の急性期、慢性期、介護療養、在宅という流

れに乗りたがらないということだ。そしてまた、

流れに応じられる医療機関も十分整っていないこ

とも事実。もうひとつは市町村合併と医師会の問

題。長門市は 1市 3町が来年 3月に合併するこ

とが決まっており、長門市医師会はもともとこ

の 1市 3町の範囲なのでほとんど問題はないが、

萩市と阿武郡 4町 4村との合併は深刻のようだ。

阿武郡医師会の苦慮が分かるような気がする。こ

れからも市町村合併にともなう郡市医師会のいろ

いろな問題が懸念される。

全協中国四国支部総会が高知
市において開催。山口県医師国保組合から理事長、

副理事長、常務理事及び事務長の計 6名がこれ

に参加。「全協」とは全国国民健康保険組合協会

のことで、市町村国保（3,235 組合）以外の職能

国保（166 組合）を指す。都道府県医師国保（47

組合）もこの全協に含まれる。全協の総会が年 2

回、支部総会が年 1回開かれるが、平成 16年度

の中国四国支部総会は高知県医師国保組合が担

当。これとは別に医師国保組合だけの全医連（全

国医師国保組合連合会）の総会が年 1回、中国

四国支部総会が年 1回開かれる。平成 15年度全

医連総会は、山口県医師国保組合の引き受けで昨

年 10月に広島市で開催された。これらの会議の

目的は、医療情勢や組合運営についての情報交換

と国庫補助削減への対応が主体。

　6月 8日（火）・9日（水）の 2日間は早朝か

ら岩国市医師会を皮切りに、桧田仁総括担当（日
本医師連盟）が県下の郡市医師会すべてを駆け巡
り、公的皆保険制度崩壊の危機を訴えた。これに
は県医師連盟副委員長も同行。桧田先生の訴えの

中で「目からウロコ」ともいうべき話を聞いた。

医師会と医師連盟の関係について、社団法人医師

会のできる活動は地域医療・保健・福祉と生涯教

育くらいで、会員の関心の高い診療報酬、医事紛

争、医業、税制、勤務医の過重労働、医師派遣問

題など、これらすべては医師連盟活動の中で取り

扱われるべき問題だという。つまり、医師あるい

は医師会の権利や生活環境に関する問題は、社団

法人にはそぐわないということ。医師あるいは医

師会の権利や暮らしにかかわる主張を実現させる

ためには、どうしても医政活動が必要となり選挙

副 会 長　　木下　敬介

県医師会の県医師会の動動きき
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運動もやるが、医師連盟すなわち選挙運動ではな

く、われわれの生活改善を図るのが医師連盟の本

来の目的であるということらしい。なるほど、こ

れなら分かりやすいし、医師連盟ぎらいの会員や

勤務医の先生方にも理解してもらえるかもしれな

い。

　6月 10 日（木）・11 日（金）の 2日間、特定
共同指導が行われた。これは臨床研修指定病院、
大学附属病院等の保険医療機関を対象に厚労省と

地方社会保険事務局・国保医療室との共同で保険

指導が行われるもの。今回は DPC 施行の医療機

関が対象となり、指導に際して日医保険担当常任

理事と山口県医師会からも担当の理事、常任理事、

副会長が立ち会った。これまでもずいぶん個別指

導には立ち会ったが、一般に大病院ほど保険診療

に対する認識があまい。療養担当規則についても

十分周知されておらず、「算定要件を満たす」こ

とについても十分理解されていない印象を受ける

ことが多い。

　6月 13 日（日）、第 87 回山口県医学会総会・
第 58 回山口県医師会総会が下松医師会の引き受
けでスターピアくだまつにおいて開催。総会をは

さんで午前中に医学的学術講演 2題と午後には

市民公開講座として日野原重明先生による「健や

かに老いる生きかた」の講演があった。特に市民

公開講座には 1,000 人収容の会場に 1,500 人が

押しかけて対応に大変だったとか。それにしても

もうすぐ 93歳になられる日野原先生のお元気な

こと。話の内容も深く印象に残ったが、それより

も元気をいっぱいもらって帰路についたことがい

つまでも頭の中に残るだろう。

　6月 17日（木）、山口県報道懇話会との懇話会。
昨年度に引き続き今回で 2回目。山口県におけ

る報道関係担当者と県医師会役員との意見交換に

より、医療に関するマスコミと医師会の認識のず

れをどうにかできないかというのがこの会議の趣

旨。最初に県医師会側から最近の医療情勢、県医

師会の会務分担や地域医療への取り組み等につい

て説明し、あとフリートーキングとなったが、「安

全管理とコスト」について意見交換があったくら

いで、つっこんだ議論の応酬はなく時間切れと

なった。あとの懇親会の席で、報道関係者側から

医師会の話は分かりにくいという指摘もあって、

次回からはもう少しテーマをしぼって議論を交わ

すようにした方がよいのではないかということに

なった。

　6月 19 日（土）の午後、郡市医師会長会議が
開かれ、「卒後臨床研修制度にともなう研修医の

対応」と「山口県医師会ドクターバンクの開設」

の 2つの議題について協議された。今回の変則

的な会議は、7月 15 日に予定されていたものを

8月 29 日の日医代議員会のあと 9月 9日に変更

したことによる。日医代議員会も例年なら 10月

に行われるところだが、今年度は植松新執行部体

制の補正予算と業務見直しなどにより、8月に前

倒しで開催されるところとなった。

　郡市医師会長会議の前に執行委員及び医政担当

に集まっていただき、山口県医師連盟選対本部会

議が行われ、第 20回参議院選挙への対応につい

て協議された。会議の最初に安藤啓次郎山口市医

師会理事作成のビデオが映され、安藤先生自らの

解説があったが、内容が分かりやすく素晴らしい

出来映えの作品。勤務医の先生方向けに作ったと

7
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いう。「100 万本のバラ」と「獅子身中の虫」の

キャッチフレーズが、的を射ており忘れられない。

勤務医の先生方だけでなく若い医師会員にも見て

いただきたい内容だった。つまり、「明日は我が身」

ということ。

　6月 24 日（木）の本年度第 4回理事会では、
日医各種委員会出向の人事があり、勤務医委員会

に三浦専務理事、健康スポーツ医学委員会に浜

本常任理事の出向が決定。このことについては

6月 3日の第 3回理事会からの継続協議であり、

山口県医師会としてはこれまで長い間のポストで

ある診療報酬検討委員会にも出向させたかったの

だが、19の委員会を中国四国ブロックの 9県で

分けることになると 3つの委員会は多すぎると

いうことで、他の県が手をあげた診療報酬検討委

員会のポストは手放さざるをえなかった。ところ

が直後に植松日医会長から藤原会長へ診療報酬検

討委員長就任の要請があり、その要請を受けるこ

とに対して 7月 1日の理事会では役員全員が拍

手喝采。快挙。藤原会長にはこれまで 4年間診

療報酬検討委員として頑張っていただいたが、こ

れからは委員長として医療保険の分野で立派な仕

事をやり遂げてもらうことを期待したい。もちろ

ん 2人の出向委員にもよい仕事をしていただき

たい。

　6月 27 日（日）の午後、山口県小児救急医療
電話相談事業研修会が県医師会館大会議室にお
いて開催。この電話相談事業は山口県が実施主体

となり、県が県医師会に要請し山口県小児医会の

協力を得て実施するもの。目的は、小児患者の保

護者からの電話相談に適切に対応することによっ

て、保護者の不安の軽減と不要・不急な受診の抑

制に役立てることにある。7月 1日から下関市・

周南市・宇部市の 3か所のいずれかの救急セン

ターの専属看護師によって毎晩電話相談に応じる

ことになるが、山口県は広島、三重、大分の各県

に次いで 4番目に実施することになるとのこと。

広島県と三重県では小児科医が電話相談に対応し

たが、大分県では看護師が対応した。電話で治療

するわけではないから、医師よりも看護師の方が

適切だという。今回の研修会は 7月 1日実施に

あたって実施方法を周知させるとともに、大分県

方式についてこれと最初から取り組んできた大分

県小児科医会長・臼杵市医師会理事東保先生の講

演を聴講するもの。日曜日の蒸し暑い午後にもか

かわらず、100 名余りの小児科医・看護師が熱

心に研修を受けた。

　もうひとつ県医師会の重要な動きとして、6月

21 日（月）の県歯科医師会との鳩首会談、6月
30 日（水）の県歯科医師連盟理事会への県医師
連盟委員長、副委員長の参加があるが、詳しいこ
とは山口県医師連盟ニュースに掲載する機会があ

るかもしれない。

　「五
さ み だ れ

月雨を集めて早し最上川（芭蕉）」は梅雨

のこの時期の句だが、今年の 6月の後半は台風 6

号の影響による集中的大雨はあったものの、真夏

のような天気が続いた。7月に入ってもう一度本

格的な雨が降るらしい。7月 11 日の参議院選挙

の結果はどうなることやら。

8
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協議事項

1　第 48 回社会保険指導者講習会の受講申込に
ついて

　出席者の確認。

2　山口県医師会ドクターバンクの開設について
　1717号の郡市医師会長会議報告記事参照。開設

後は求人・求職情報をホームページ等に掲載予定。

3　日医女性会員懇談会員について
　中四国ブロックより 1名推薦することとなっ

ているが、広島より選出してもらうこととした。

4　応急救護措置指導員養成講習開催にともなう
講師派遣要請について

　自動車教習所において、教習生を対象とした応

急救護処置講習が義務づけられているが、その指

導員の養成のため、講師派遣を要請された。

人事事項

1　日医各種委員会の委員について
　中四国ブロックにおいて、勤務医委員会と健

康スポーツ医学委員会を山口県が担当することと

なった。

2　スポーツ医・科学サポート委員会及び専門部
会委員の推薦について

　財団法人山口県体育協会が体育・スポーツ振興

として標記委員会等を設置するため、委員の推薦

を求められた。

報告事項

1　交通安全山口県対策協議会総会 (6 月 3日 )
　事業報告・収支決算等について協議。高齢者対

策を強化するとのこと。 （事務局）

2　健康やまぐち 21推進協議会 (6 月 3日 )
　健康づくり対策の推進・地域職域連携共同モデ

ル事業・8020 推進・分煙化推進実態調査・健康

やまぐち21等について報告が行われた。　（上田）

3　山口県救急業務高度化推進協議会 (6 月 3日 )
　救急業務高度化推進事業・気管挿管講習及び実

習の実施・ワークステーション方式による救急救

命士の再教育・救急ステーション認定制度の普及

（県内にモデル地区を 2か所選定）について協議。

　その他、事後検証検討会の開催状況について報

告が行われた。 （佐々木）

4　山口県学校保健連合会理事会 (6 月 3日 )
　教育現場における禁煙教育を強化するとのこ

と。その他、平成 15年度事業報告・決算報告等

が行われた。 （杉山）

5　乳幼児保健委員会 (6 月 3日 )
　日医乳幼児保健講習会の報告が行われた。予防

接種週間における接種件数は決して多くはなかっ

たが、来年度も継続するとのこと。その他、園医・

嘱託医の活動等に関する調査結果を受けて、今後

の活動等について協議。 （浜本）

6　郡市看護学校担当理事・教務主任合同協議会
(6 月 3日 )

　卒後進路では卒業生の 36％が就職し、このう

ち 93％が県内就職。県内の定着率が高い。

　その他、母性看護実習では、分娩数の減少によ

り実習が困難となってきている。特に男子生徒の

受け入れがないため、ビデオ実習で補っている状

況が続いている。 （西村）

7　花粉情報委員会 (6 月 3日 )
　平成 16年のスギ・ヒノキ花粉飛散状況につい

て・天候・気温等をもとに協議。ヒノキは予測が

理事会 第4回

6 月 24 日　午後５時～ 7時 30 分
藤原会長、上田・木下副会長、三浦専務理事、
吉本・濱本・佐々木・西村各常任理事
正木・小田・湧田・萬・杉山・弘山・加藤・
田中各理事、小田・山本各監事
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困難とのこと。県民・医療関係者への幅広い情報

提供を行っていく。 （加藤）

8　山口県感染症健康危機管理対策協議会
(6 月 3日 )

　県内で発生したバンコマイシン耐性腸球菌

(VRE) の発生状況と対策について協議。なお、実

害は発生していない。 （杉山）

9　小児救急電話相談事業打合会 (6 月 4日 )
　周南・宇部・下関の 3地区における相談実施

事業について、7月 1日の開始時期に合わせ、プ

ライバシーの保護・予算・手当・相談応対者の最

終調整に入っている。なお、負担割合は、国庫と

県費が半々。 （佐々木）

10　山口県防災会議 (6 月 7日 )
　防災計画修正案に基づき、洪水・地震対策につ

いて報告が行われた。 （事務局）

11　山口県成人病検診管理指導協議会子宮がん
部会 (6 月 2日 ) 、乳がん部会 (6 月 8日 )

　国の指針の一部改正により受診間隔が年 1回

から 2年に 1回となったことで、現場の体制の

変更が必要となること等につき協議。また、受

診率の低下を招かないよう、行政に要望を行っ

た。 （浜本・正木）

12　特定共同指導「宇部市」(6 月 10 、11 日 )
　2日間にわたり実施され、立ち会った。（西村）

13　養護学校における医療的ケアに関するモデ
ル事業第 1回運営委員会 (6 月 10 日 )

　養護学校における医療的ケアの成果と課題につ

いて検討。学校や地域の実情に即した適切な医療

的ケアの実施体制のあり方について協議し、モデ

ル事業の中間報告が行われた。 （杉山）

14　広域予防接種運営協議会 (6 月 10 日 )
　広域予防接種委託料金・接種料金等について現

状報告。その他、国保連合会に委託する予防接種

請求支払い一括システムについて協議。 （浜本）

15　山口県新生児聴覚検査専門委員会(6月10日)
　平成 15年度新生児聴覚検査実績において、精

密検査では 9名のうち 1名が難聴の疑いと報告

された。 （浜本）

16　山口県医学会･医師会総会 (6 月 13 日 )
　本号記事参照。市民公開講座では 1,100 名の

参加があったが、会場が満席となったため、500

名近くの入場を断るほどの盛況となった。（三浦）

17　社保国保審査委員連絡委員会 (6 月 17 日 )
　次号記事参照。 （萬）

18　山口県患者調査医療機能調査作業部会につ
いて (6 月 17 日 )

　患者調査・医療機能調査を行う原案作成の作業

部会を開催。退院患者の行き先とスムーズなケア

が行われているか、介護施設の連携がはかられて

いるか等を調査。 （佐々木）

19　郡市成人高齢者保健担当理事協議会
(6 月 17 日 )

　健康づくり対策・がん県民講座の実施・インフ

ルエンザワクチン等について協議。本年1月には、

一部診療所においてワクチンが不足したが、在

庫を持った医療機関を紹介することで不足は免れ

た。 （浜本）

20　山口県報道懇話会との懇談会 (6 月 17 日 )
　医療安全・県医業務について説明し、フリーディ

スカッションを行った。 （三浦）

21　山口社会福祉協議会地域福祉推進委員会
(6 月 18 日 )

　「第3次福祉の輪づくり運動推進県域活動計画」

素案作成について協議。 （佐々木）

22　山口県心臓疾患対策協議会理事会・総会
(6 月 21 日 )

　県内の心臓手術症例・心筋梗塞発生状況・先天

性疾患の発生頻度が報告された。その他、モンゴ

ル渡航小児循環器診療の厳しい医療環境について

特別講演が行われた。 （浜本）

10
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23　山口地方社会保険医療協議会 (6 月 23 日 )
　新規 2件、交代 1件。承認。 （藤原）

24　山口県社会保険診療報酬支払基金幹事会
(6 月 23 日 )

　4月分診療報酬支払額の対前年同月比 99.8％。

レセプト電算システムの参加状況等について報告

が行われた。 （藤原）

25　看護協会通常総会
　会長挨拶。 （藤原）

1　傷病見舞金支給申請について
　2件申請。承認。

1　全協中国・四国支部総会並びに委託研修会に
ついて (6 月 5日 )

　平成 15年度事業報告・収支決算等の報告の他、

国保組合をめぐる諸情勢について講演が行われ

た。 （佐々木）

2　傷病手当金の支給について
　1件申請。承認。

1　母体保護法指定医申請
　1件申請。承認。

2　母体保護法認定研修機関定期報告
　11医療機関の実績を報告。

母体保護法指定審査委員会

医師国保理事会 第 3回

互助会理事会 第 3回

協議事項

1　美祢社会復帰促進センターについて
　美祢市で整備が予定されている刑務所の運営に

おいて、施設内診療所を活用した地域住民に対す

る診療業務の企画が提出されていたが、これを削

除するよう要請した。

2　スポーツ医・科学サポート委員会専門部会委
員について

　山口県体育協会設置の標記委員会の一部委員に

おいて、所属専門部会を変更するため、了解を求

められた。承認。

人事事項

1　学校・地域保健連携推進事業について
　本事業における推進連絡協議会の委員の推薦を

要請されたことについて、杉山理事を推薦するこ

ととした。

2　診療報酬検討委員会について
　日本医師会より、藤原会長に診療報酬検討委員

会の委員長就任を要請された。了承。

報告事項

1　山口県国保連合会介護給付費審査委員会
(6 月 24 日 )

　医療部会において、特定診療費についてレセプ

ト審査を行った。 （佐々木）

理事会 第5回

7 月 1日　午後５時～ 6時 15 分
藤原会長、上田・木下副会長、三浦専務理事、
吉本・濱本・佐々木・西村各常任理事
正木・小田・湧田・萬・杉山・弘山・加藤・
田中各理事、青柳・小田・山本各監事
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2　医事紛争対策委員会 (6 月 24 日 )
　2件について協議。 （吉本）

3　介護保険対策委員会 (6 月 24 日 )
　山口県における居宅対施設は 38 対 62 。全国

では 47 対 53 となっていることから、全国に比

べて山口では、施設サービスが多い。 （弘山）

4　学校保健問題対策委員会 (6 月 24 日 )
　11 月 21 日（日）開催の山口県医師会学校医

研修会の運営・平成 17年度中国地区学校医大会

引き受け等について協議。その他、色覚検査・伝

染病による出席停止扱いについて現状を報告。 

（杉山）

5　医療廃棄物三者協議会 (6 月 24 日 )
　感染症廃棄物処理マニュアルの改正・九州 7

県の産業廃棄物税導入の説明が行われた。非感染

性廃棄物は鋭利な物であれば、感染性廃棄物と同

等の扱いをするとのこと。 （西村）

6　健康やまぐち 21「こころの健康づくり」分
科会 (6 月 24 日 )

　うつ対策の効果的な普及啓発としてパンフレッ

トを作成することとした。また、従来の対策は電

話相談等で実際に対話をする場がなかったため、

対話場所の設置を行政に求めた。 （田中）

7　第 29 回中国ブロック柔道整復学会前夜祭
(6 月 26 日 )

　会長挨拶。 （藤原）

8　小児救急医療研修会 (6 月 27 日 )
　大分県の子供救急電話相談事業の報告では、大

分県小児科医会会長より、山口県方式が全国の

スタンダードになるのではないかとの評価を受け

た。電話相談は医療ではないため、関係者のコン

センサスを得ることが重要と述べられた。 

（佐々木）

9　第 66 回国体山口県準備委員会第 4回総会
(6 月 28 日 )

　運営について協議。 （事務局）

10　山口県高齢者保健福祉推進会議 (6 月 29 日 )
　設置要項の一部改正（委員の任期を 2年から 3

年に変更）、運営要領の一部改正（高齢者虐待防

止検討部会の設置）について報告が行われた。 

（木下）

11　山口県精神保健福祉協会理事会 (6 月 30 日 )
　事業報告・事業計画について協議。今年度は児

童虐待・薬物対策・こころの病気・うつ・ハートフェ

スティバル・こころの健康相談事業を行う。（上田）

12　編集委員会 (7 月 1日 )
　二次医療圏座談会・夏季特集号（緑陰随筆）・

新年特集号等について協議。 （加藤）

13　会員の入退会異動報告

14　財団法人山口大学教育研究後援財団理事会
　募金委員会を設置することとした。　（事務局）

1　第 1回通常組合会について
　提出議案の作成等、運営について協議。

2　傷病手当金の支給申請について
　1件申請。承認。

医師国保理事会 第 4回

　熊谷　良民　氏　　　下関市医師会
　7月 3日、逝去されました。享年 78歳。
　つつしんで哀悼の意を表します。

12
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郡市 県 日 氏名 診療科目 医療機関名
玖珂郡 2 ﾊ A2 木村　俊樹 内 ( 医 ) 南和会千鳥ヶ丘病院
玖珂郡 2 ﾊ A2 家守　紀光 精神 ( 医 ) 南和会千鳥ヶ丘病院
吉南 2 ﾊ - 長野　裕之 循 ( 医 ) 協愛会阿知須共立病院
宇部市 2 ﾊ A2 加屋野　悟 麻 ( 医 ) 和同会宇部温泉病院
宇部市 2 ﾊ - 溝部　洋之 ﾘﾊ ( 医 ) 和同会宇部温泉病院
山口市 2 ﾊ - 平田　真由美 神内 ( 医 ) 社団若宮会山口若宮病院
萩市 2 ﾊ A2 中橋　弘顕 産婦 ( 医 ) 医誠会都志見病院
萩市 2 ﾛ B 山下　真 内 萩市見島診療所
徳山 1 B 弘田　博彦 消･内･外･皮 弘田消化器科
徳山 2 ﾊ - 斎藤　満 消･内 総合病院社会保険徳山中央病院

小野田市 2 ﾊ A2 平田　健 外 独立行政法人労働者健康福祉機構山口労災病院
柳井 2 ﾊ A2 大下　将司 外 独立行政法人国立病院機構柳井病院

山口大学 3 - 鈴木　慎介 内 内科学第二
山口大学 3 A2 安部　真彰 神内 神経内科学
山口大学 3 - 廣瀬　敬信 耳咽 耳鼻咽喉科学
山口大学 3 - 山下　研弥 麻 麻酔･蘇生学
山口大学 3 - 杉原　正浩 内 宇部興産 ( 株 ) 中央病院
山口大学 3 - 中村　好貴 内 独立行政法人労働者健康福祉機構山口労災病院

－平成 16年 6月受付分－

入　　会

退　　会

異　　動

郡市 氏名 備考
玖珂郡 岸本　真希子 南和会千鳥ヶ丘病院　より
玖珂郡 讃井　裕美 本郷村診療所　より
宇部市 末次　信昌 ( 医 ) 和同会宇部西クリニック　より
萩市 荒木　保博 ( 医 ) 医誠会都志見病院　より
光市 伊藤　正孝 ( 医 ) 至誠会梅田病院　より
長門市 自見　康孝 ( 医 ) 社団成蹊会岡田病院　より

郡市 氏名 異動事項 備考
玖珂郡 吉村　章 勤務先 本郷村診療所【萩市見島診療所　より】
宇部市 佐貫　むつみ 勤務先 ( 医 ) 社団泉仁会宇部第一病院【老人保健施設豊生苑　より】
宇部市 玉井　和則 勤務先 宇部第一病院 ( 老人保健施設豊生苑 )【宇部第一病院より】
山口市 阿武　寿人 勤務先 ( 医 ) 社団青藍会あんの循環器内科
山口市 中村　修之 勤務先 縄田医院【綜合病院山口赤十字病院　より】
徳山 弘田消化器科 施設名称 弘田消化器科へ名称変更、消･内･外･整･皮へ診療科目変更
岩国市 別府　敬 勤務先 岩国市医療ｾﾝﾀｰ医師会病院【( 医 ) 岩国みなみ病院　より】
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第 37回山口県消化器がん検診講習会　
お
知
ら
せ
・
ご
案
内

と　き　　平成 16年 8月 5日（木）　15：00～
ところ　　山口グランドホテル　「鳳凰の間」　　（吉敷郡小郡町黄金町 1-1）

1　開会 15：00
2　会長挨拶
3　講習会
（1）教育講座 15：05 ～ 16：00
　　　「新撮影法の撮影手技」 山陽中央総合病院放射線技師　　和田健太郎
　　　「平成 14年度胃・大腸がん精検結果報告」 （医）かわむら医院院長　　河村　　奨
（2）特別講演 16：00 ～ 17：00
　　　「胃がん検診における一次スクリーニング（撮影と読影）」

熊本大学医学部放射線科助教授　　土亀　直俊
4　閉　　会 17：00

受講料　：山口県消化器がん検診研究会員は無料。
　　　　　非会員医師：2,000 円、医師以外：1,000 円
取得単位：日本医師会生涯教育制度　3単位

第 39回山口県医師会ゴルフ大会

1. 開催年月日 平成 16年 11月 3日（祝日）
2. 開催場所 宇部 72カントリークラブ　万年池西コース

吉敷郡阿知須町　TEL:0836-65-3211
3. 参加資格 山口県医師会員
4. 競技方法 18 ホールストロークプレイ
  HDCP はダブルぺリア方式
  同ネットは年長者を上位とします。
5. 大会参加費 10,000 円（参加賞・賞品・懇親会費など）
6. プレー費 個人負担
7. 申込締切 平成 16年 9月 15日

  申込用紙は各郡市医師会事務局にあります。

第 237 回木曜会（周南地区・東洋医学を学ぶ会）

と　き　　平成 16年 8月 12日（木）午後 7時
ところ　　ホテルサンルート徳山　別館 1F「飛鳥の間」　TEL:0834-32-2611

テーマ　第 15回日本東洋医学会山口県部会総会を振り返って
　　　　　「漢方で元気に美しく」
　　　　　「東洋医学と気功・太極拳」　他

年会費　1,000 円
※今回は、勉強会に引き続き暑気払いを行います。
　参加ご希望の方は、7月 31日（土）までにご連絡ください。

[ 代表世話人・解説 ] 周南病院院長　磯村　達
　TEL:0834-21-0357
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愛媛県医師会産業医研修会
お
知
ら
せ
・
ご
案
内

と　き　　平成 16年 9月 12日（日）・26日（日）
ところ　　愛媛県医師会館（松山市三番町 4丁目 5-3）

研修内容等
　■ 9 月 12 日（日）

時　間 演　題 取得できる単位

9:00-11:00 産業医の職務　健康管理を中心に 基礎後期または生涯専門　2単位

11:00-12:30 職種・業態別：中小企業の産業保健 基礎後期または生涯専門　1.5 単位

13:30-15:30 企業におけるメンタルヘルスの実際 基礎後期または生涯専門　2単位

15:30-17:00 職種・業態別：製造業 基礎後期または生涯専門　1.5 単位

　■ 9 月 26 日（日）

時　間 演　題 取得できる単位

9:00-11:00 VDT 作業の労働衛生管理 基礎後期または生涯専門　2単位

11:00-12:30 作業環境管理の実際 基礎後期または生涯専門　1.5 単位

13:30-15:30 過重労働をめぐって 基礎後期または生涯専門　2単位

15:30-17:00 第十次労働災害防止計画における産業保健活動 基礎後期または生涯更新　1.5 単位

受講料：1日につき 5,000 円
申込先：愛媛県医師会
※受講をご希望の際は県医師会までご連絡ください。申込用紙を送付いたします。

第 42 回山口県内科医会学会・総会

と　き　　平成 16年 8月 29日 ( 日 )　9:55 ～ 15:35
ところ　　山口県総合保健会館　2F多目的ホール

特別講演 1　「プライマリ・ケア - 消化器臨床のすすめ方 -」
山口大学総合診療部教授　福本　陽平

特別講演 2　「結核　最新の治療と考え方」
結核予防協会結核研究所主幹　和田　雅子

公開講座 1　「動物由来感染症 - ペットの病気で感染 ?-」
山口大学農学部獣医学科家畜内科学教授　猪熊　　壽

公開講座 2　「医学気象予報 - 天気予報で病気予防 -」
立正大学地球環境科学部教授　　福岡　義隆

取得単位：日臨内指定研修講座　2単位
日本医師会生涯教育制度　　3単位
日本医師会認定産業医（基礎後期また生涯専門）　　2単位
（研修指定医のみ　日臨内指定特別研修講座　1単位　出席件数 1件）

主催：山口県内科医会　　引受：吉南医師会・吉南内科医会
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編集後記

　鬱陶しい梅雨の季節となりました。今年は、入梅とともにからっとした晴天が続き、
6月下旬より雨が降る時には激しく降る豪雨型のようです。
　わが国の景気も、政府・マスコミの言うように回復して来ているとは感じられず、や
はり湿ったままのように思います。
　大手企業はリストラにより、人件費等の大幅削減を行うことにより業績が好転して来
ているようですが、この利益追求を目的とする株式会社が医療分野に参入して来たら、
どうなるのでしょう。これまで、さんざん言われてきた通り、医療費の大幅増を招くで
しょうし、地域医療がズタズタになることは明白です。政府・財務省の目指す医療費削
減とは逆の方向へ行ってしまいます。
　2年後の介護保険制度の見直しに向けて準備が進められていますが、介護保険の被保
険者の年齢を 20歳以上に引き下げて、給付の対象に身体障害者も含めることにして、
介護保険制度と支援費制度を統合しようとしています。だれが考えても上手く行くはず
がないことですが、この結論は、8月参議院議員選挙の後に出す予定になっているそう
です。
　6月 24 日、第 20 回参議院議員選挙が告示されました。西島英利日医常任理事が立
候補するにあたって、明日の日本の医療・国民皆保険制度が危機に瀕していることを会
員に訴え、協力を求めてきましたが、会員にどれだけ理解してもらえたか、期待と不安
が半々です。
　本号が発行された時には、既に結果が判明している訳ですが、よい結果が出ているこ
とを祈るだけです。 （弘山）

From Editor

SERM学術講演会
お
知
ら
せ
・
ご
案
内

と　き　　平成 16年 8月 5日（木）　18：45～ 20：00
ところ　　ホテル松政　2F「芙蓉の間」　　山口市湯田温泉 3-5-8　TEL:083-922-2000

特別講演　19：00～ 20：00
　　「骨粗鬆症治療薬の最新の治験」 兵庫医科大学整形外科助教授　　楊　　鴻生

※講演会終了後、情報交換の場を用意します。
後援：山口市医師会・山口市薬剤師会

第 5回山口県高血圧フォーラム
と　き　　平成 16年　7月 22日（木）18：45～
ところ　　宇部全日空ホテル　3F「国際会議場　西」　宇部市相生町 8-1　TEL0836-32-1112

【Keynote　Lecture】
　　「心不全と ARB」 山口大学医学部循環病態内科学講師　　矢野　雅文
【特別講演】
　　「脳梗塞とアンジオテンシンⅡ受容体 -ARB による脳保護作用 -」

愛媛大学医学部分子細胞生命科学講座医化学・心血管生物学分野教授　　堀内　正嗣
　　「レニン -アンジオテンシン系と心血管保護 -臨床への展開」

国立循環器病センター内科心臓血管部門部長　　北風　政史
【総合討論】
取得単位：日本医師会生涯教育制度単位　3取得
＊講演会終了後、情報交換会を予定しています。

共催：宇部市医師会・山口大学医師会　　後援：厚狭郡医師会・小野田市医師会・吉南医師会・美祢郡医師会・美祢市医師会
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